
報

文

月

桃

葉

の

揮
發

成

分

理

學

士

加
福

均

三

月
桃
草

(
A
l
p
i
n
i
a
 
n
u
t
a
n
s
 
R
o
s
c
o
e

)

は
又

一
に
臺
灣

ハ
ナ
メ
ウ
ガ
と
も
稱

し
繊
維
植
物
と
し
て
近
來
大
に
囑
目
せ
ら
る
ゝ
に
至
り

た
る
も
の
な

る
が
其
揮
發

成
分
に
就
て
は
甞

て

一
八
九
七
年
中
爪
哇

バ
イ
テ
ン
ツ
ォ
ル
ク
植
物
園
報
告
中
に
僅
か
に

其
記
載
を
見
出
し

得
べ
き

の
み
に
し
て
他
に
何
等

の
文
献
を
見
ず
且
該
記
載
は
其
根
よ
り
得
た
る
揮
發

成
分
に
關
す
る
も
の
に
し
て
其
葉
及
莖

よ
り
し
た

る
も
の
に
就
て
は
全
く
記
載
を
缺

く
根
の
揮
發

油
は
該
報
告
に
よ
れ
ば
攝
氏

二
九
度
に
於
て
○
・九

五
の

比
重
を
有
し

其
大
部
分
は
攝

氏

二
三
〇
度
以
下

に
於
て
沸
騰
し
且
其

二
五
五
　

二
五
六
の
餾
分

は
鹸
化
後
一
三

四
度

の
融
點

を
有
す

る
酸

(
恐
ら
く
は
肉
桂
酸
な

る

べ
し
)
を
含
有
す
と
云
ふ

茲
に
報
告
せ
ん
と
す
る
は
其
葉
よ
り
得
た
る
揮
發

油

に
關
す
る
も
の
に
し

て
原
料
と
し
て
は
臺

北
廳
金
包
里
附
近
に
野
生
せ
る
植
物

約
五
〇
〇
斤
よ
り
通
常
の
蒸
汽
蒸
餾

に
よ
り
暗
褐
色
粘
稠
性
の
油
分
約

一
六
〇
瓦
を
得

て
之
を
使
用
し
た
り
此
者
は
次
の
如
き
諸
性
質

を
呈
せ
り



比
重

○
。
九
三
〇

一
(
一
九
度
)

同

0
。
九

,
=

一
八
(
二
九

・五
度
)

旋
光
性
(D
)

右
三
七
度
四

屈
折
率
(
D
)

一
・
四
七
五
七
(
一
八
度
)

同

(
D
)

一
・
四
七
五
〇
(
二
〇
度
)

鹸

化
値

九
・
八
八

酷
化
後

の
鹸
化
値

.

三
六
二

源
油
は
樟
膿
に
類
す
る
特
異
の
臭
氣
を
有
し
分
折
の
結
果
炭
素
七
八
%

水
素

一
一
・
七
%
を
含
有
す

物
質

○
∴

五
ミ

鱒

炭
酸

○
・
四
四
八
二

水

O
∴

四
七
四

此
の
組
成
を
錯
化
後
の
鹸
花

値
と
封
稽
す
る
と
き

は
本
油
は
水
酸
基
に
非
る
含
酸
素
化
合
物

の
多
量
を
含
有
す

る
も

の
な
る
を
指
示

す

る
も

の
に
し
て

レ
ゾ

ル
シ
ン
の
五
〇
%
水
溶
液
を
以
て
本
油
を
振
豊
す
る
と
き
は
著
し
く
油
容
の
減
少
す
る
を
認
め

シ
ネ
オ
ー
ル
が

少
く
と
も
其
成
分
の

一
た
る
べ
き

こ
と
は
其
香
氣
よ
り
域
得
せ
る
印
象
と
相
侯
つ
て
容
易
に
之
を
想
像
し
得
た
り

蒸
瑠
試
験

本
油
を
無

水
硫
酸

ナ
ト
リ
ゥ

ム
上
に
乾
燥
せ
し
め
た
る
後

二
五
粍
塵
下
に
分
瑠
し
た
る
に
次

の
如
き
割
合
を
以
て
餌
出

し
且
其
最
高
温
部
k
溜
出
す

る
部
分
よ
り
は
美
し
き
朋
毛
状
結
晶
の
析
出
す
る
こ
と
を
認
め
た
り

温
度

割
合

七
〇
度
迄

一
九
・
五
%

七
〇
ー
八
〇
度

一
三
・0
%

温
度

割
合

八
〇
ー
九
〇
度

一
〇
・○
%

九
〇
度

以
上
(
残
渣
)

五
七
・五
%

此
九
〇
度
以
上
の
残
渣
は
更
に
之
を
四
粍
趣
に
て
蒸
瑠
…し
た
る
に
六
五
～
七
五
度
に
於
て
原
油
に
封
し
約

一
六
%
の
白
色
結
晶
禮
の

析
出
す
る
を
認
め
其
他
に
油
分

一
九
・五
%
を
得
此
操
作
を
再
三
繰
返
し
た
る
後
各
瑠
分
は
次
の
如
き
諸
性
質
を
呈
し
た
り

温
度

匪

故

量

比
重
(
鋤
ミ
)

屈
折
率

昌
隔山

旋
光
度

α

(
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〇
糎
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六
〇
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二
箪
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九
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一
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六

五
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〇
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五
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一
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七

一
〇
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〇
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八
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二
五

一
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〇

・
八

八

一
六

一
・
四

七

一
四

÷
二

三
・
八



八
〇
ー

九
五

二
五

五

〇
・
八
九

三
四

一
・
四
七
三
四

+
二
〇
・〇

六
五
-

七
五

四

・

一
〇

〇
・
九
三

二
七

一
・
四
七
四

二

+
三

一
・九

七
五
ー

九
〇

四

四

〇

・
九
五

一
五

7

四
八
五
〇

+
二
三
・
六

九
〇
1

=

一〇

四

七

〇
・
九
四
八
七

一
・
八
〇
四
〇

+
一
一
・
二

右

の
中
第

一
瑠
分
は
金
属

ナ
ト
リ
ウ

ム
上
に
煮
沸
す
る
こ
と
四
時
間
の
後
再
瑠
し
た
る

一
五
六
!

一
五
七
度
問
に
殆
全
部
瑠
出
す
る

を
認
め
其
集
成
は
全
く

ρ
。国
峯

に

一
致
し
た
り
其
性
質
次
,の
如
し

比

重

(ρ

り
)

○

・
八
六

四

八

旋

光
度

(
Ω
b
)

(+
)六

四

.
八
度

(
一
〇
糎

)

屈

折
率

(
ロ
、3

一
・
四

七

一
〇

分
子
屈
折

四
三
・
九
六

分
子
屈
折
(
O
呂
目
齢
㌔

ド
と
し
て
)

四

三
・
五
三

即
此
者
が
双
環
式
テ

ル
ペ
ン
に
属
す
べ
き

こ
と
明
か
な
り
此
者

一
〇
蝿
を
氷
錯
酸

二
五
蛇
、
五
〇
%
硫
酸

一
靖
と
共
に
四
時
間
六
〇

度
に
於

て
掩
搾
し
之
を
水
蒸
汽
と
共
に
蒸
瑠
し
如
此
し
て
得
た
る
油
分
を
過
量

の
酒
精
加
里
に
て
鹸
化
し

ア
ル
コ
ー
ル
を
躯
逐
し
た
る

後
再
水
蒸
汽
蒸
瑠
に
附
し
た
る
に
美
麗
な

る
無
色

の
軟
晶

の
冷
却
器
内
に
凝
結
す
る
を
認
め
た
る
が
此
結
晶
は
之
を
磁
板
上
に
於

て
乾

燥
し
石
油

エ
ー
テ

ル
よ
り
再
結
晶
後
封
管
内
に
於

て
二

一
ニ
ー

二

一
三
度
に
於
て
熔
融
し
其

ア
イ
ソ
ボ

ル
ネ
オ

ル
な
る
こ
と
を
指
示
せ

り
是
よ
り
プ

ロ
マ
ル
化
合
物
を
つ
く
る
こ
と
は
試
藥
の

都
合
上
行
は
ざ
り
し
も
以
上
よ
り

此
テ

ル
ペ
ン
が

カ
ン
フ
ェ
ン
な
る
べ
き
こ
と

は
容
易
に
想
像
す
る
を
得

第
三
溜
分
は
主
と
し
て
シ
ネ
オ

ル
よ
り
成
る
も
の
に
し
て
是
を
五
〇
%

レ
ゾ

ル
シ
ン
溶
液
と
振
蕩
す

る
と
き
は
直
ち
に

シ
ネ
ォ

ル
レ

ゾ

ル
シ
ン
の
凝
結
を
生
じ
其
者
よ
り

シ
ネ
オ
ル
ヨ
ー
ド

ル
化
合
物
を
容
易
に
製
す
る
を
得
其
融
鮎

一
一
二
度
な
り
此
際

シ
ネ
ォ
ル
γ
ゾ

ル
シ
ン
の
濾
液
は
著
し
く
リ

モ
ン
ネ

ン
様

の
香
氣
を
有
す
る
を
認
め
た
れ
ど
も
四
臭
化
物

の
結
晶
を
得
る
に
至
ら
ざ
り
し
を
遺
械
と
す

第
四
第
五
瑠
分
よ
り
析
出
し
た
る
結
晶
は
旋
光
性
右
約
四
〇
度
を
呈

し
明
か
に
其
樟
礪
な
る
べ
き
を
想
像
し
得
た
る
を
以

て
通
常
の



方
法
に
よ
り
其
オ
キ
シ
ム
化
を
試
み
た
り
乃
供
試
料
五
瓦
を
七
五
蛇
の
酒
精

に
溶
か
し
是

に
五
瓦
の
盤
酸

ヒ
ド

ロ
キ
シ
ラ
蟹、
ン
を
小
量

の
水
に
溶
解
し
た
る
も
の
を
加

へ
更

に

一
五
瓦
の
苛
性
曹
達
を
三
〇
蛇

の
水
に
と
か
し
た
る
も

の
を
加

へ
て
約

二
時
間
水
浴
上
に
暖
め

た
る
後
全
部
を
約

一
立
の
水
に
投
じ

て
濾
過
し
た
る
も
の
を
錯
酸
に
て
所
理
し
析
出
せ
る
白
色
沈
澱
を
稀
酒
精
よ
り
再
結
晶
せ
し
め
た

る
に
其
融
鮎
は
終

に

一
一
七
ー

一
一
八
度
を
呈
し
樟
胎
よ
り
得
た
る
カ
ム
フ
ァ
ー
オ
キ
シ
ム
と
の

混
合
禮
と
な
す
も

融
瓢
を
攣
ぜ
ざ
る

こ
と
を
認
め
た
り

第
七
鋼
分
は
是
を
五
〇
蛇
の
半

ノ
ル
マ
ン
酒
精
加
里
を
以
て
鹸

化
し
た
る
後
過
剰
の
酒
精
を
蒸
溜
し
去
り
残
査
を
水
を
以
て
抽
出
し

如
此
し
て
得
た
る
水
溶
液
を

一
旦
硫
酸
に
て
酸
性
と
な
し

エ
ー
テ

ル
を
用

ひ
て
酸
を
集
め
更

に

フ
ェ
ノ
ー
ル
類
を
去
る

爲
是
を
五
%
重

炭
酸

ナ
ト
リ
ゥ

ム
溶
液
を
以
て
抽
出
し
此
操
作
を
数
同
繰
返
し
た
る
に
淡
黄
色
な
る
酸
約
○
・三
瓦
及
褐
色
の

フ
ェ
ノ
ー
ル
発
約
○
・五
瓦

を
得
た
る
が
右
の
酸
は
水
よ
り
再
結
晶
を
な
す
を
得
べ
く

数
同
の
再
結
晶
後
其
融
瓢

二
三
二
・五
度
に
達
し

肉
桂
酸
と
混
ず

る
も
毫
も

融
鮎
の
降
下
を
認
め
ず
又
其
○
・〇
五
瓦
を
と
り
之
を
三
蛯
の

一
〇
%
過

マ
ン
ガ

ン
酸
加
里
溶
液
に
て

慮
理
す
る
と
き
は
明
に

ベ
ン
ザ

ル
デ

ハ
イ
ド
の
香
氣
を
戚
得
し
蝕
に
其
肉
桂
酸
な
る
こ
と
を
推
知
し
得
た
り
又
是
よ
り

.ハ
ラ

ナ
イ
ト

ロ
肉
桂
酸

の
製
出
を
試
み
た
る
が

材
料
甚
し
く
小
量
な
り
し
爲
遂

に
其
融
鮎
測
定
に
充
分
な
る
精
製
を
な
す
を
得
ざ
り
き

又
フ
ェ
ノ
ー
ル
分
は

ユ
ー
ジ
頴
ノ
ル
に
類
す
る
香
氣
を
有
る
も
盤
化
第
二
鐵
に
封
す
る
呈
色
反
鷹
な
し
又
鹸
化
に
よ

つ
て
得
た
る
油
分

は

一
部
分
七
〇
i

九
〇
度
(
三
粍
半
璽
)
に
於
て
蒸
溜
し

一
部
分
は
九
〇
1

一
二
〇
度
に
於
て
蒸
瑠
す
る
を
認
め
た
る
も
其
何
者
な
る
か

に
就
て
は
只
其
沸
鮎
よ
り
し
て
テ

ル
ペ
ン
ア
ル
コ
;
ル
の
或
者
と

セ
ス
キ
テ
ル
ペ
ン
と
よ
り
成
る
も

の
な
ら
む
と
の
推
測
を
下
し
得
る

の
み
に
し
て
其
少
量
な
る
爲
實
験
を
績
行
す
る
を
得
ぎ
り
し
を
遺
減
と
す



一
、
月
桃
葉
は
○
・〇
五
三
%

の
揮
登
成
分
を
有
す

二
、
月
桃
葉
揮
登
油
の
主
成
分
は
右
旋
樟
脹
に
し
て
此
部
分
約
三
〇
%
強
な
り

三
、
樟
膿
に
次
で
多
量

に
存
在
す
る
成
分
は
右
旋

カ

ン
フ
ェ
ン
に
し
て
此
部
分
約

一
七
%
あ
り

四
、
樟
胎
及

カ
ン
フ
ェ
ン
以
外
の
成
分
と
し
て
鼓
に
儘
め
ら
れ
た
る
は

シ
ネ
オ
ー
ル
及
び
肉
桂
酸

エ
ス
テ

ル
な
る
が

エ
ス
テ
ル
を
つ

く
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
未
だ
詳
な
ら
ず

五
、
不
確
實
な
が
ら
其
成
分
と
し
て
推
測
さ
る
ゝ
者
此
他
に
二
、
…一.あ
り
即
リ
モ
ネ

ン
、
セ
ス
キ
テ
ル
ペ
ン
及

フ
瓢
ノ
ー
ル
等
是
な
り


